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ガーミン G1000 

Garmin G1000 は，主なフライトディスプレイとして機能

する 2 つのディスプレイユニットと，多機能ディスプレ

イとして機能する高度な統合型飛行計器システムで

す。これらのユニットを組み合わせると，飛行計装，位

置，ナビゲーション，通信，および識別情報がパイロッ

トに提示され，従来の飛行計器や航空電子機器に代

わるものとなります。 

  

G1000 は，2003 年 3 月に Cessna Aircraft Company が

Citation Mustang 航空機（当時開発中）用に選択したと

きに初めて発表されました。他の航空機メーカーも，

その直後に標準装備として G1000 を採用する意向を

発表し，最初の納入は 2004 年 6 月に，Cessna と

Diamond Aircraft の両モデルで開始されました。 

  

今日までに，G1000 は 19 の異なる航空機メーカーを

代表する50以上の航空機モデルで認証されています。

ピストンエンジンシングル，ターボプロップ機，ロータ

ークラフト，およびビジネスジェットを含むあらゆる種

類の航空機で，世界中で 16,000 を超える G1000 システ

ムが飛行しています。 

ガーミン G1000 仕様： 

 

✓外形寸法 2 x（12.4 "W x 8.27" H）/ 2 x（31.5 x 21 cm） 

✓重量 -  45 ポンド（20.4 kg） 

✓表示サイズ -  2 x 10.4 インチ（オプションの 2 x 15 インチ）  

✓ディスプレイ解像度 -  XGA（1024 x 768 ピクセル） 

✓送信電力 -  16 ワット 

✓8.33 / 25 kHz チャネル間隔の内蔵VHF 通信 

✓エンジン/残量計クラスタ付きチェックイン機能付き MFD，チェックリスト機能 

✓モード S トランスポンダ付き交通情報サービス（TIS） 

✓全世界の地形および障害物データベース 

✓動作高度 - 最大55000 フィート 

✓動作温度-20℃〜+ 55℃最小 

✓ナビゲーションデータベースのサービスエリア - アメリカ，国際/全世界 

✓大型 LCD ディスプレイ -  PFD または MFD としての使用のために交換可能 

✓WAAS アップグレード可能 GPS を備えた完全統合CNI スイート 

✓2 軸または 3 軸フェイルフェイルフライトコントロールシステムで利用可能 

✓イーサネットデータバス接続 

✓選択可能な PFD フライトビュープレゼンテーション 

✓地形用インターフェース，交通，雷および気象センサー 

✓完全交換表示機能 
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X プレーン 1000 

 

 
  

Laminar Research / X-Plane 11 G1000 システムは，ここでは X1000 と呼ばれます。これは，外観と機能の両面で実際

のモデルに似せて開発されました。ただし，シミュレータ内のこれらのデバイスの機能と動作は，実際の製品とは部分

的に異なる場合があります。 

 

X1000 システムは，デフォルトで X-Plane 11 に同梱されている一部の航空機に搭載されています。さらに，X1000 パネ

ルをシミュレータの中核コンポーネントとして，サードパーティの航空機の2Dパネルに搭載してすぐに使用できます。 。 

 

個々の航空機の電源に関連するいくつかの違いにもかかわらず，すべての X1000 システムはインストルメントパネル

の左側にプライマリフライトディスプレイ（PFD），右側に多機能ディスプレイ（MFD）を備えています。これらは別々の機

能を持つ別々のユニットです。ただし，実際のシステムと同様に，緊急時に必要に応じて MFD が PFD を兼ねることが

あります（ただしその逆はありません）。 

 

X1000 パネルは航空機のコックピット内で 3D でモデル化されています。ただし，2D の「ポップアップ」表現もサポートさ

れています。これは，別々のモニター，または固定ベースのホームコックピットの専用ディスプレイパネルにドラッグで

きます。 
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“ポップアップ”X1000 パネル 

  

X1000 システムを搭載しているすべての X-Plane デフォルト航空機には，ポップアップ X1000 プライマリフライトディスプ

レイ（PFD）および多機能ディスプレイ（MFD）パネルが用意されています。 これらは，パイロットの必要に応じて移動，

サイズ変更，およびドラッグできる 2D 表現です。 このガイドでは，ポップアップ X1000 パネルだけを紹介します。 た

だし，3D コックピットに直接組み込まれているパネルを使用してコマンドを入力することもできます。  

 

プライマリフライトディスプレイ（PFD） 

  

多機能ディスプレイ（MFD） 
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“ポップアップ”X1000 パネルの呼び出し，移動，サイズ変更，閉じる 

  

ポップアップ X1000 パネルを呼び出す 
  

ポップアップX1000 PFDまたはMFDパネルを呼び出すには，3Dコックピット内にある（任意の）X1000パネルのDISPLAY
領域内の任意の場所にマウスポインタを置いてクリックします。 
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ポップアップ X1000 パネルを移動する 
  

  

ポップアップ X1000 パネルをコンピュータ画面上

の目的の位置に移動するには，まず外枠のどこ

かにマウスポインタを置きます。 白い矢印で示さ

れているように，上部中央が推奨されます。 

  

ポップアップ X1000 パネルをクリックして，コンピ

ュータの画面上の目的の場所にドラッグします。 

  

 

ポップアップ X1000 パネルのサイズ変更 
 

X1000 フレームの中央上部にマウス

ポインタを置きます。 2 つのクリック

スポットが表示されます。 

  

X1000 フレームの右上のクリックスポ

ットは「ウィンドウモード」を呼び出しま

す（次を参照）。 
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「ウィンドウモード」では，-あなたのオペレー

ティングシステムでサポートされている他の

ウィンドウと同じように-X1000 パネルはウィ

ンドウ枠をドラッグしてサイズを変更すること

ができます。 

  

あるいは，Windowsの「手」ポインタが表示さ

れているときに，フレームの端をドラッグす

るだけでウィンドウのサイズを変更できます。 

  

 

 

ポップアップ X1000 パネルを閉じる 
 

 

 

X1000 フレームの中央上部にマウスポイ

ンタを置きます。 2 つのクリックスポット

が表示されます。 

  

  

X1000 フレームの上左にある（赤い）スポ

ットをクリックするとポップアップを閉じま

す。 
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X1000 プライマリーフライトディスプレイ（PFD） 

  

[PFD] コントロールと機能 
  

このセクションでは，X1000 PFD（Primary Flight Display）のコントロールと機能について説明します。 関連がある場合は，

これらについてはガイドの後半で詳しく説明します。 

 

 

1 NAV オーディオスケルチ 

選択した NAV 無線周波数のモールス符号音のオン

とオフを切り替えます。 「オフ」に切り替えると，モー

ルスは音声がカットされる前にそのサイクルを終了

します。 

2 利用及び待機 NAV1 および NAV2 周波数 

ディスプレイパネルのこの領域には，NAV1 および

NAV2 無線の利用する周波数と待機周波数が表示さ

れます。 利用する周波数は右側にあり，待機周波

数は左側にあります。 
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3 姿勢表示 

地平線に対する航空機の姿勢を表示します。 
 
フライトディレクターモードでは，逆 V スタイルのフラ

イトディレクターを表示します。 

4 次のウェイポイント 
ディスプレイパネルのこの領域には，現在の位置か

らそのウェイポイントまでの距離と方位とともに，フラ

イトプランの次のウェイポイントが表示されます。 

5 利用及び待機 COM1 および COM2 周波数 

ディスプレイパネルのこの領域には，COM1 および

COM2 無線の利用する周波数と待機周波数が表示さ

れます。利用する周波数は左側にあり，待機周波数

は右側にあります。 

6 COM 周波数切替キー 
利用と待機の COM1 または COM2 無線周波数を切

り替えます。 

7 COM オーディオスケルチ 
選択したCOM無線周波数の音声のオンとオフを切り

替えます。 「オフ」に切り替えると，音声がカットされ

る前にメッセージが終了します。 

8 COM ダイヤル 

このダイヤルの中央をクリックして，[利用と待機

COM周波数]領域でCOM1とCOM2を切り替えます。 
  
外側と内側のダイヤルを使用して，待機COM周波数

の数値部分と小数部分をそれぞれ調整します。 

9 CRS / BARO ダイヤル 

高度計の気圧を設定するには，外側のダイヤルを使

用します。 
 
HSI が VOR / LOC モードまたは GPS-OBS モードのとき

は，内側のダイヤルを使用して CDI（Course Deviation 
Indicator）を調整します。 
 
内側のダイヤルをクリックすると，選択されたナビゲ

ーションソースに応じて，選択されたコースがベアリ

ングまたはローカライザーのフロントコースにリセッ

トされます。 
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10 高度計 
現在の高度，気圧最小基準高度，オートパイロットの

選択高度，垂直速度，および気圧高度設定を表示し

ます。 

11 RANGE ダイヤル 

このダイヤルは，地図の範囲（ズームレベル）の表

示を調整します。時計回りに回転させると縮小し，反

時計回りに回転させるとズームインします。中央を押

すとパンの有効/無効を切り替えます。 

12 フライトプランキーグループ 

Direct キー：選択したウェイポイント，またはマップポ

インタへの直行コースをとるために使用されます。 
  
FPL キー：フライトプランページを呼び出して，利用す

るなフライトプランを作成または編集します。 
  
CLR キー：入力をキャンセルまたは消去します。この

キーをクリックしたままにすると，メインディスプレイ

からページが消去されます。 
  
MENUキー - コンテキスト駆動のオプションのメニュ

ーを表示します。 
  
PROC キー - フライトプランのウェイポイントに関連

付けられているアプローチ，出発，到着を選択しま

す。 
  
ENT キー - 現在の選択または操作を確定します。 

13 FMS ダイヤル 

このダイヤルの中央をクリックして，フライトプランカ

ーソルを利用します（FLIGHT PLAN ページが表示され

ているとき）。フライトプランを見るときは，外側のダ

イヤルを使って次または前のウェイポイントを選択し

ます。内側ダイヤルを使用して，新しいウェイポイン

トの入力を開始し，ウェイポイント識別子の各文字を

変更します。ウェイポイント識別子内で次または前の

文字に移動するには，外側のダイヤルを使用しま

す。 
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14 HIS（Horizontal Situation Indicator） 

現在飛行中の（磁気）方位を表示します。また，（HDG
モードで）オートパイロットと組み合わせて使用され

る調整可能な方位の指針，および（GPS フライトプラ

ン，またはVORと組み合わせて使用される）コースイ

ンジケータもサポートされています。方位ポインタも

ここに表示することができます。 

15 ソフトキー 
コンテキスト駆動型キーでこれらのキーの機能は，

パイロットによって実行されている操作によって異な

ります。 

16 ALT ダイヤル 

オートパイロットの選択高度（高度計の上に表示され

る）を選択するために使用されます。オートパイロッ

トの選択高度は，高度保持や高度キャプチャなどの

特定のモードや操作でオートパイロットによって使用

されます。 
 
外側のダイヤルは，1,000 フィート単位で増減しま

す。内側のダイヤルは，100 フィート単位で増減しま

す。 

17 オートパイロットキーグループ 
オートパイロットモード制御 - オートパイロットパネ

ルを参照 

18 HDG ダイヤル 

HSI の一部を形成する機首方位の指針を制御するた

めに使用されます。このダイヤルの中心をクリックし

て，機首方位の指針を現在の機首方位と同期させま

す。 
  
ダイヤルの 9 時の位置をクリックすると，機首方位の

指針が時計回りに移動し，3 時の位置をクリックする

と指針を反時計回りに移動させます。 
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19 対気速度計 

対気速度をノットで表示します（航空機の周囲の空気

に対して）。 
 
数値ラベルは 10 ノットの間隔で表示されます。 5 ノ

ットの間隔で小さな増分が表示されます。 
  
色分けされた速度範囲も表示されますが，これは航

空機ごとに異なります。 色は，フラップの動作範囲

（白），通常の動作範囲（緑），注意範囲，および絶対

速度を超えない（赤）を示します。 危険なほどに低

い対気速度にも赤い範囲が存在します。 
 
ツインエンジンの航空機では，スピードテープに

VMC の赤いマークと VYSE の青いマークが表示され

ます。 

20 NAV ダイヤル 

このダイヤルの中央をクリックして，[利用と待機

COM周波数]領域でCOM1とCOM2を切り替えます。 
  
外側と内側のダイヤルを使用して，待機 NAV 周波数

の数値部分と小数部分をそれぞれ調整します。 

21 NAV 周波数トグル 
利用と待機の COM1 または COM2 無線周波数を切

り替えます。 
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[PFD] COM1 と COM2 の周波数/チャンネルを設定する 
 

 

   

 COM ダイヤルの CENTER をクリックして，COM1 または COM2 を選択します。 

 

 COM 周波数切替キーをクリックして，待機と利用する COM 周波数を入れ替えます。 

 

 COM ダイヤルの外側の 3 時または 9 時の位置をクリックして，周波数/チャンネル - 数値部分を増減します。 

 

 COM ダイヤルの内側の 3 時または 9 時の位置をクリックして，，周波数/チャンネル - 小数部分を増減します。 

 

 COM 周波数切替キーをクリックして，待機と利用する COM 周波数/チャンネルを入れ替えます。 
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[PFD] NAV1 と NAV2 の周波数設定 
 

 

  

 NAV ダイヤルの中心をクリックして，NAV 1 または NAV 2 を選択します。 

 

 NAV ダイヤルの外側の 3 時または 9 時の位置をクリックして，周波数の数値部分を増減します。 

 

 NAV ダイヤルの内側の 3 時または 9 時の位置をクリックして，周波数 - 小数部分を増減します。 

 

 NAV 周波数切替キーをクリックして，待機と利用する NAV 周波数を入れ替えます。 
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[PFD] 高度計を設定する（気圧） 
  

高度計は大気圧の変化を測定するため，飛行開始時および飛行中に定期的に校正する必要があります。 飛行機が

転移高度（TA）を下回って飛行している場合は，現在位置の気圧を入力します。 

  

 高度計（気圧）の設定を増減するには， CRS / BAROダイヤルの外側の3時または9時の位置をクリックします。 

 

 高度計の気圧設定は標高目盛のすぐ下に表示されます。 
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[PFD] 高度計を設定する（単位） 
  

高度計の気圧は，「水銀柱インチ」（inHg）または「ヘクトパスカル」（hPa）の 2 つの単位のいずれかを使用します。 
X1000 システムは，これらの単位のいずれかで現在の気圧の入力と表示を行います。 

 

 

  

 PFD ソフトキーをクリックします。 

 

 ALT UNIT ソフトキーをクリックします。 

 

 IN または HPA ソフトキーをクリックして希望の単位を選択します。 

 

 デフォルトのソフトキーオプションに戻るには，2 回クリック（BACK ソフトキー機能）します。 
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[PFD] トランスポンダーの設定 
  

トランスポンダ（XPDR と略されることもあります）は，航空管制がレーダー受信可能範囲内の航空機の位置を特定する

のを支援する電子機器です。トランスポンダーは，地上レーダーが「走査」したときに応答し，ATC レーダ画面上で強調

表示されます。飛行前または飛行中に，パイロットは自分の航空機を識別するトランスポンダー（「スコーク」）コードを

入力します。 IFR（Instrument Flight Rules）に従って飛行する場合，ATC によって固有の（4 桁の）コードが割り当てられま

す。ビジュアルフライトルール（VFR）に従って飛行するとき，一般的なコードが使用されます，そして，これは特定の空

域に依存します。米国空域では，VFR トランスポンダーコードは 1200 です。 

 

 

 XPDR ソフトキーをクリックします。 
 
 STBY ソフトキーをクリックして，トランスポンダーを「待機」モードにします。レーダー走査には反応しません。 
 
 トランスポンダーを“On”モードにするには，ON ソフトキーをクリックします。 
 
 ALT ソフトキーをクリックして高度を ATC に報告します。これは「Squawking Mode Charlie」とも呼ばれます。 
 
 VFR のソフトキーをクリックして，トランスポンダーコードを 1200 に設定します（米国空域のビジュアルフライトル

ール用）。 
 
 ATC によって割り当てられたトランスポンダーコードを手動で入力するには，CODE ソフトキーをクリックします。

希望のコードを入力するには，ソフトキー（0〜7）を使用します。 
 
 IDENTソフトキーをクリックして，トランスポンダーを 'Ident'モードにします。これにより，トランスポンダーを以前

のモードに戻す前に，ATC レーダー画面上で現在地が一時的に強調表示されます。 
 
 デフォルトのソフトキーオプションに戻るには，BACK ソフトキーをクリックします。 
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[PFD] タイマーを操作する 
  

X1000 PFD には，時間に依存する手順や保留，または経過飛行時間を追跡するために役立つタイマーが組み込まれ

ています。 

 

 

 TMR / REF ソフトキーをクリックしてタイマーポップアップを表示します。 

 

 ENT ソフトキーをクリックしてタイマーを開始します。 

 

 タイマーを停止するには，ENT ソフトキーをもう一度クリックします。 

 

 ENT ソフトキーを 3 回クリックしてタイマーをリセットします。 

 

 また， FMS ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックしてカーソルを時間の上に置き，「DN」を選択して，入

力した時間からタイマーをゼロまでカウントダウンさせることもできます。 

 

 もう一度 TMR / REF ソフトキーをクリックすると，タイマーポップアップが非表示になります。 
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[PFD] 最寄りの空港に移動する 
 

 

 ‘Nearest Airports’ポップアップを表示するには，NRST ソフトキーをクリックします。 最寄りの空港のリストが，距

離順（最近から最遠）に並べられています。 リストの最初の空港（最も近い空港）がデフォルトで選択されてい

ます。 

 

 FMS ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，リスト内の次または前の空港を選択します。 上記の例

では，選択された空港は P18 / 050 度/ 3.8 海里です。 

 

 空港に関連付けられているタワーまたは CTAF 周波数を強調表示することで，ENT を押して，ボックス化された

COM ラジオの待機の周波数を設定できます。 

 

 フライトプランの変更を受け入れるには，Direct-To ソフトキーをクリックし，続いて ENT ソフトキーをクリックしま

す。 

 

 

地図ページのマゼンタの線は，現在の位置から希望する最

寄りの空港ウェイポイントに接続する，新しい利用するレグ

を示しています。 
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[PFD] インセットマップの呼び出し 
  

X1000 PFD はインセットナビゲーションマップを備えており，起動時にメインディスプレイの左下に表示されます。 これ

は航空機の現在位置を中心としています。 インセットマップの向きは常に「北上」です。 

 

  

 インセットマップを呼び出すには，INSET ソフトキーをクリックします。 

 

 DCLTR ソフトキーを 1 回，2 回，または 3 回クリックして，希望の‘De-Clutter’設定を選択します。 

 

 地形情報の表示を切り替えるには，TOPO ソフトキーをクリックします。 

 

 地形警告の表示を切り替えるには，TERRAIN ソフトキーをクリックします。 

 

 OFF ソフトキーをクリックして，マップの表示を消します。 

 

 デフォルトのソフトキーオプションに戻るには，BACK ソフトキーをクリックします。 
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[PFD] VOR を使ったナビゲーション 
  

ＶＯＲ（ＶＨＦ全方向性無線範囲）は航空機のナビゲーションに使用される地上ベースの短距離無線ナビゲーションステ

ーションです。世界中に VOR ステーションのネットワークが存在し，これらはパイロットに特定の「ラジアル」に沿って目

的のステーションに向かってまたは離れて飛行する能力を提供します。  

X1000 PFD は，2 つの VOR ステーションを同時に使用してナビゲートする機能を提供します。これらは，それぞれ NAV1
と NAV2 に周波数を設定することによって機能します。 

選択されたＶＯＲに対する航空機の位置は，ＰＦＤ水平状況インジケータ（ＨＳＩ）に重ね合わせられる。航空機は中央に

表示され，選択したラジアル（コース）が右上に表示されます。希望するラジアルの位置は緑色のバーで表示され，ラ

ジアルを傍受するために進む方向を操縦者に知らせます。 

 

 
   

 NAV1 周波数を希望の VOR1 ステーションに合わせます。 

 

 必要に応じて，NAV2 周波数を目的の VOR2 ステーションに合わせます。 

 

 CDI ソフトキーをクリックして，VOR1 または VOR2 を選択します。 

 

 CRS ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，希望のコースを VOR に設定します。 

 

 HSI は希望するラジアルに対するあなたの航空機の位置を表示します。上記の例では，選択されたラジア

ルは 292 度，VOR までの望ましい進路は 112 度です。これは右上の HSI で確認され，（外側の）ポインタ

（赤で強調表示）によっても確認されます。内側のポインター（黄色で強調表示）は， VOR に向かう選択さ

れたコース（この内側の緑色の三角形が VOR を指す）と航空機の位置関係を示します。 
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[PFD] OBS 機能 
  

オムニベアリングセレクター（OBS）機能はパイロットに（直接ではなく）選択されたベアリングを経由して，またはそこか

ら出発したり，選択された方位を固定する機能を提供します。 

KLAX（Los Angeles International）から出発し，KTOA（Zamperini Field）という目的地のウェイポイントを 1 つだけ含む単純

なフライトプランで出発したとしましょう。 KLAS から KTOA への直行便は 142 度のコースです。しかし，（何らかの理由

で）私たちは 180 度の南行きコースで北から KTOA に接近したいと仮定しましょう。 OBS 機能はこれを可能にします。 

 

 
   

 OBS ソフトキーをクリックします（デバイスが GPS モードになっていて目的のウェイポイントに近づいている

とき）。  

 CRS ダイヤルの•3 時または 9 時の位置をクリックして，目的のコースを次のウェイポイントに設定します（こ

の例では 180 度）。 

 OBS モードが有効な間 GPS はフライトプランに従わないので，これを使って選択したコースのウェイポイン

トから飛行することもできます。 
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マゼンタの線（左）は新しいコースを表します。 

  

この例では，パイロットは自分の現在位置（KLAX）からマゼンタ

線までインターセプトコースを操縦し，次に KTOA に対して 180
度の方位でこれに従うために右折します。 
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[PFD] Direct-To（ウェイポイント） 
  

飛行中はいつでも，パイロットは所定のウェイポイントに直接進むことを選択できます。選択されたウェイポイントは既

存のフライトプランにある必要はありませんが（それは可能ですが），そのため「Direct-To」は「Activate Leg」とは異なり

ます（[PFD] 区間を利用するを参照）。 

  

 

  

 必要に応じて CDI ソフトキーをクリックして，デバイスを GPS モードにします。 

 インセットマップを呼び出すには，INSET ソフトキーをクリックします（必要な場合）。 

 Direct-To ソフトキーをクリックします。 

 カーソルがハイライトされていることを確認します（上図を参照）。カーソルを強調表示するには，FMS ダイヤ

ルの中央をクリックします。 

 

ウェイポイント識別子の各文字について： 

 FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，希望の文字（A から Z，1 から 9）を設定します。 

 FMS 外側ダイヤルの 3 時または 9 時位置のをクリックして，ウェイポイント識別子の次または前の文字に移

動します。 

 新しいウェイポイントを受け入れるには，ENT（Enter）キーをクリックします。 
データベースに同じ識別子を持つウェイポイントが複数存在する場合は，選択内容の確認を求める「重複ウ

ェイポイント」画面が表示されることがあります。重複している中から現在のウェイポイントの選択を確認する

には ENT を押します 

 ENT（Enter）キーをクリックして，ウェイポイントへの直接ナビゲーションを設定します。 
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[PFD] フライトプラン 
  

フライトプランは，航空機が出発地から目的地までのルートをまとめて形成する一連のウェイポイントまたは手順で構

成されています。 この章では，実際の航路の複雑さを表すものではないかもしれない単純な飛行計画を使用します。 
これらは説明のために用いるものです。 

  

[PFD] フライトプランの初期化/削除 

  

新しいフライトプランを入力する前に，既存のフライトプランを削除して X1000 フライトプランページを初期化することが

重要です。 

  

  

 FPL キーをクリックしてフライトプランページを表示します。 

  

前のフライトプラン（存在する場合）が表示されます。 

  

  

 

  

 

 

MENU キーをクリックしてページメニューを呼び出します。 

  

 

  

 

 

FMS 外側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，ペ

ージメニューの‘Delete Flight Plan’オプションを選択します。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 
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[PFD] ウェイポイントの挿入 

  

ウェイポイントは，フライトプランに手動で挿入することができます。ここで説明する方法では，計画内の任意の場所に

ウェイポイントを挿入することもできますが，これは通常，飛行中にそれらに遭遇する順序で行われます。 

  

  この例では，フライトプランは KLAX（ロサンゼルス）で始まり，KSFO
（サンフランシスコ）で終わります。最初のウェイポイントはすでに

フライトプランに存在しています。 

  

FPL キーをクリックしてフライトプランページを表示します。 

  

カーソルが強調表示されていることを確認します（左図を参照）。カ

ーソルを強調表示するには，FMS ダイヤル中央をクリックします。 

 

  

フライトプランの目的の行にカーソルを合わせるには，FMS 外側

ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックします。 

  

現在の行が空いている場合は，新しいウェイポイントがここに表

示されます。 

  

この行が占有されている場合，新しいウェイポイントは現在の行

の前に挿入されます。 

  

  

  

 

ウェイポイント識別子の入力を開始するには，FMS 内側ダイヤ

ルの 3 時の位置をクリックします。 
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ウェイポイント識別子の各文字について： 

  

FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，希望

の文字（A から Z，1 から 9）を設定します。 

  

ウェイポイント ID の次または前の文字に移動するには，FMS 外

側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックします。 

 

  

  

  

新しいウェイポイントを受け入れるには，ENT（Enter）キーを 2 回

クリックします。 
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[PFD] ウェイポイントの削除 

  

ウェイポイントはフライトプランのどの行でも削除できます。 しかしながら，中間地点の削除はプランが不連続になる

ことがあります。 フライトプラン内のルートセグメントを結合できない場合，不連続が発生します。通常，ウェイポイント

が見つからないかあいまいなためです。 

  

 この例では，フライトプランは KLAX（ロサンゼルス）で始まり，KSFO
（サンフランシスコ）で終わります。 

  

FPL キーをクリックして FLIGHT PLAN ページを表示します。 

  

カーソルが強調表示されていることを確認します（左図を参照）。 
カーソルを強調表示するには，FMS ダイヤル中央をクリックします。 

 

  

  

  

フライトプランの目的の行にカーソルを合わせるには，FMS 外側ダ

イヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックします。 

 

 

 

 

  

  

 

CLR キーをクリックしてください。 
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ウェイポイントを削除するには，ENT（Enter）キーをクリックします。 
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[PFD] 利用する区間 

  

フライトプラン内の特定の区間（ウェイポイント間）でナビゲーションを再開するには，“Activate Leg”メニューオプション

を使用します。 

 

  

この例では，フライトプランはKLAX（ロサンゼルス）で始まり，KSFO
（サンフランシスコ）で終わります。中間ウェイポイント -  LADLE も

あります。 

  

FPL キーをクリックしてフライトプランページを表示します。 

  

カーソルが強調表示されていることを確認します（左図を参照）。

カーソルを強調表示するには，FMS ダイヤル中央をクリックします。 

 

  

 フライトプランの目的の行にカーソルを合わせるには，FMS 外側

ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックします。これは利用

する区間の端を表すウェイポイントになります。 

  

左の例では，利用する区間は次のとおりです。 

  

LADLE to KSFO 

 

  

  

MENU キーをクリックしてページメニューを呼び出します。 

  

デフォルトでは‘Activate Leg’オプションが選択されています。そうで

ない場合は，FMS 外側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリッ

クして，ページメニューの‘Activate Leg’オプションを選択します。 
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区間を利用するには，ENT（Enter）キーをクリックします。 

  

マゼンタ色の矢印は，利用する区間の END ウェイポイントをハイラ

イト表示します。 

  

利用する区間 は ： LADLE to KSFO になりました。 
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[PFD] 標準計器出発方式（SID）の選択 

  

[ウィキペディアより] SID は，クリアランス発出手順を簡素化するために特定の空港で設定されている航空交通管制手

順です。 

 

SID は航空機を地形から遠ざけますが，航空管制飛行経路用に最適化されており，常に最低上昇勾配を提供するわけ

ではありません。それは地形と障害物回避，必要ならば騒音の軽減，そして空域管理の考慮の間のバランスをとって

います。  

  

手順を選択する前に，フライトプランに最初のウェイポイントとして少

なくとも 1 つの空港（出発空港）を含める必要があります。 

  

この例では，フライトプランは KDCA（レーガンナショナル）で始まり，

KRDU（ローリーダーラム）で終わります。 

  

FPL キーをクリックして FLIGHT PLAN ページを表示します。 

 

  

 PROC キーをクリックして PROCEDURES ページを表示します。 

  

FMS 外側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして， 
‘SELECT DEPARTURE’をハイライトします。 

  

ENT（Enter）キーをクリックして‘SELECT DEPARTURE’ページを表示しま

す。 
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’SELECT DEPARTURE’ページには，フライトプランの最初のウェイポイン

ト（出発空港）で利用可能な手順が表示されます。 注意：これは，フラ

イトプランでウェイポイントを強調表示しても影響を受けません。 

  

FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，希望の手

順を選択します。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 

 

  

出発空港で利用可能な滑走路が表示されます。 

  

目的の滑走路を選択するには，FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時

の位置をクリックします。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 

 

  

選択した手順で利用可能な transitions / fixes が表示されます。 

  

FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，目的の

transitions を選択します。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 
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選択内容を確認するために「LOAD?（方式）」がハイライト表示されま

す。 

  

ENT（Enter）キーを 2 回クリックして選択内容を確定し，方式をフライ

トプランに確定します。 

 

 

  

 

選択した出発方式を構成する個々のウェイポイントがフライトプラ

ンに挿入されました。 

  

最初のウェイポイント（滑走路自体）が利用するェイポイントとして

マークされています。 

 

 

 

  



38 

 

[PFD] 標準到着経路の選択（STAR） 

  

[ウィキペディアより]標準到着経路とは，巡航する航空機が空港に着陸するために高度を下げながら進入を開始

する地点まで飛行するために航空管制機関によって定義および公表された手順です。STARは飛行中の進入段階と

進入段階を結びつけます。 

 

手順を選択する前に，出発空港を最初のウェイポイントとして，到着空

港を最終ウェイポイントとして，フライトプランを適切に構成する必要が

あります。 

  

この例では，フライトプランは KDCA（レーガンナショナル）で始まり，

KRDU（ローリーダーラム）で終わります。 

  

FPL キーをクリックして FLIGHT PLAN ページを表示します。 

 

  

PROC キーをクリックして PROCEDURES ページを表示します。 

  

FMS 外側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，'SELECT 
ARRIVAL'をハイライトします。 

  

ENT（Enter）キーをクリックして， 'SELECT ARRIVAL'ページを呼び出しま

す。 

 

  

'SELECT ARRIVAL'ページには，フライトプランの最終ウェイポイント（到

着空港）で利用可能な手順が表示されます。注意：これは，フライトプ

ランでウェイポイントを強調表示しても影響を受けません。 

  

FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，希望の手

順を選択します。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 
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選択した手順で利用可能な transitions / fixes が表示されます。 

  

FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，目的の

transitions を選択します。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 

 

  

到着空港で利用可能な滑走路が表示されます。 

  

目的の出発滑走路を選択するには，FMS 内側ダイヤルの 3 時また

は 9 時の位置をクリックします。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 

 

  

 

選択内容を確認するために「LOAD?（経路）」がハイライト表示され

ます。 

  

ENT（Enter）キーをクリックして選択を確定し，到着経路をフライトプ

ランに確定します。 

 

 

 

  



40 

 

 

 

 

 

 

選択した到着経路を構成する個々のウェイポイントがフライトプ

ランに挿入されました。 
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[PFD] アプローチ手順の選択 

  

[ウィキペディアより] アプローチ手順(Approach Procedure)とは，最初のアプローチの始めから着陸まで，または着陸

が視覚的に行われるポイントまでの計器飛行条件下での航空機の整然とした移動のための一連の所定の手順です。 
フライトプランに標準到着経路（STAR）が含まれている場合は，通常，アプローチ手順は STAR に従います。 

  

 アプローチを選択するときは，FLIGHTPLANに少なくとも1つの

空港が含まれている必要があります。 それ以外の場合は，

最も近い空港が使用されます。 

  

この例では，フライトプランは KDCA（Reagan National）で始まり，

KRDU（Raleigh Durham）で終わります。 

  

FPL キーをクリックして FLIGHT PLAN ページを表示します。 

 

  

PROC キーをクリックして PROCEDURES ページを表示します。 

  

FMS 外側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックし

て，’SELECT APPROACH’をハイライトします。 

  

ENT（Enter）キーをクリックして’SELECT APPROACH’ページを表示

します。 
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’SELECT APPROACH’ページには，フライトプランの最終ウェイポイ

ント（到着空港）に利用できるアプローチ手順が表示されます。こ

れは，フライトプランでウェイポイントを強調表示しても影響を受

けません。 

  

FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，目的

のアプローチ手順を選択します。 

 ENT（Enter）キーをクリックしてください。 

 

  

選択したアプローチで利用可能な transitions / fixes が表示されま

す。 

  

3時または9時の位置にあるFMS内側ロータリーをクリックして，

目的の transition を選択します。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 

  

 このアプローチの最小値を入力するオプションが表示されました。 

  

FMS 内側ダイヤルの 3 時の位置をクリックして，MINUMUMS を

OFF と BARO の間で切り替えます。 

  

FMS 外側ダイヤルの 3 時の位置をクリックして，カーソルを（最

小）高度に移します。 

  

FMS内側ダイヤルの3 時位置と9 時位置をクリックして，（最小）

高度を増減します。 

  

手順をフライトプランにロードするには，ENT（Enter）キーを 2 回

クリックします。まだ有効化されていません。 

 

  



43 

 

 

 

 

 

選択したアプローチ手順を構成する個々のウェイポイント

がフライトプランに挿入されました。 
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[PFD] アプローチ手順の有効化 

  

ATC で transition または最初のアプローチ fix による計器アプローチをクリアしたら，“Activate Approach”メニューオプ

ションを使用します。これにより，利用するフライトプランがアプローチフライトプランに切り替わります。任意の方向か

ら空港の中心部へ飛行する代わりに，X1000 は（以前に）選択されたアプローチ手順に従ってあなたを案内します。 

  

 アプローチを選択するときは，フライトプランに少なくとも 1 つ

の空港が含まれている必要があります。それ以外の場合は，

最も近い空港が使用されます。 

  

この例では，フライトプランは KDCA（レーガンナショナル）で始

まり，KRDU（ローリーダーラム）で終わります。 

  

FPL キーをクリックして FLIGHTPLAN ページを表示します。 

 

  

 

PROC キーをクリックして手順ページを表示します。 

  

FMS 外側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，

‘ACTIVATE APPROACH’をハイライトします。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 

 

  

 

アプローチナビゲーションが有効になりました。これは，

FLIGHT PLAN ページを表示することで確認できます。選択され

た手順における最初のアプローチ fix は現在利用するウェイ

ポイントです。 
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[PFD] ILS アプローチ 

  

計器着陸システム（ILS）は，無線信号と，多くの場合，高輝度照明列を組み合わせて滑走路に接近して着陸する航空機

に正確に横方向および垂直方向へ誘導する地上設置の計器侵入システムです。 この計器による安全な着陸システ

ムは，パイロットに「ローカライザー」が横方向に，「グライドスロープ」が縦方向に誘導します。 

  

[PFD] ILS アプローチの Nav1 または Nav2 周波数を設定する 

  

 NAV ダイヤルの中心をクリックして，NAV 1 または NAV 2 を選択します。 

 

 NAV 外側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，周波数の数値部分を増減します。 

 

 NAV 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，周波数 - 小数部分を増減します。 

 

 NAV Frequency 切り替えキーをクリックして，待機と利用するの NAV 周波数を入れ替えます。 
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[PFD] コース逸脱指標（CDI） 

  

ILS 周波数が NAV1 に調整されている場合は，CDI ボタンを 1 回クリックして LOC1 を選択します。 ILS 周波数が NAV2 に

調整されている場合は，CDI ボタンをもう一度クリックして LOC2 を選択します。 

 

適切な選択（LOC1 または LOC2）を使用すると，ILS ローカライザーコース偏差インジケーター（CDI）が水平状況インジケ

ーター（HSI）に重ね合わせられます。 

 

 

  

ローカライザーを受信するためのコースに進みます。これが航空機の左側（HSI 内）に表示されている場合は，左に向

かいます。これが航空機の右側に表示されている場合は，右に向かいます。上の例では，航空機は現在ローカライザ

ーの左側にいます - パイロットは捕捉するために右に進まなければなりません。 

  

[PFD] グライドスロープインジケーターと垂直スピードポインター 

  

グライドスロープを捕捉するために上昇，または下降する。グライドスロープインジケーター（1）が中央より上にある場

合，あなたの位置は低く，上昇率を上げるべきです。グライドスロープインジケーター（1）が中央より下にある場合，あ

なたの位置は高く，降下率を上げるべきです。 

垂直速度ポインタ（2）は，航空機が現在上昇中（中央より上）か下降中（中央より下）かをパイロットに示します。内部に

表示されている値は，1 分あたりのフィート数で表した現在の上昇率または下降率です。 

上記の例では，航空機は現在グライドスロープを上回っており，毎分 200 フィートの速度で降下しています。 
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[PFD] フライトプランを保存する 

  

フライトプランは後で使用するために保存することができます。 X-Plane 11 に保存されているフライトプランは a.fms 拡

張子を使います。 

 

そして X-Plane/Output/FMS Plans/ フォルダに格納されます。 

  

注：フライトプランは，PFD（Primary Flight Display）または MFD（Multi-Function Display）を使用して保存できます。 そして，

フライトプランをロードするには MFD を使用します。 参照：[MFD]フライトプランのロード 

  

  

  

FPL キーをクリックして FLIGHT PLAN ページを表示します。 

 

 

 

 

  

  

 

MENU キーをクリックして PAGE MENU を呼び出します。 
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FMS 外側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックし

て，PAGE MENU の[Store Flight Plan]オプションを選択しま

す。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 

  

フライトプランのファイル名は自動的に作成されます：出

発地の空港コード+目的地の空港コード+ “.fms” 

  

このガイドの例を使用すると，（KLAX から KSFO への）フ

ライトプランは次のようになります。KLAXKSFO.fms 
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X1000 多機能ディスプレイ（MFD） 

[MFD] コントロールと機能 
  

このセクションでは，X1000 MFD（多機能ディスプレイ）のコントロールと機能について説明します。 関連がある場合は，

これらについてはガイドの後半で詳しく説明します。 

 
 

1 NAV オーディオスケルチ 

選択した NAV 無線周波数のモールス符号音のオン

とオフを切り替えます。 「オフ」に切り替えると，モー

ルスは音声がカットされる前にそのサイクルを終了

します。 

2 使用と待機 NAV1 および NAV2 周波数 

ディスプレイパネルのこの領域には，NAV1 および

NAV2 無線の使用周波数と待機周波数が表示されま

す。 使用周波数は右側にあり，待機周波数は左側

にあります。 
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3 ナビゲーションマップ 

ナビゲーションマップには，航空データ（空港，VOR，

航空路，空域），地理データ（都市，湖，高速道路，国

境），地形データ（標高を示す地図の濃淡），および

危険データ（交通，地形，天気）が表示されます。 

4 データフィールド 

ディスプレイパネルのこの領域には，利用するナビ

ゲーション区間に関する情報が表示されます。対地

速度（GS），利用するウェイポイントまでの希望トラッ

ク（DTK），利用するウェイポイントまでの地上トラック

（TRK），および推定所要時間（ETE）が表示されます。 

5 使用と待機 COM1 および COM 周波数 

ディスプレイパネルのこの領域には，COM1 および

COM2 無線の使用周波数と待機周波数が表示され

ます。使用周波数は左側にあり，待機周波数は右側

にあります。 

6 COM周波数入替キー 
使用/待機の COM1 または COM2 無線周波数を切り

替えます。 

7 CO 音声スケルチ 
選択した COM 無線周波数の音声のオンとオフを切

り替えます。 「オフ」に切り替えると，音声がカットさ

れる前にメッセージが終了します。 

8 COM ダイヤル 

このダイヤルの中央をクリックして，‘使用と待機

COM 周波数’領域で COM1 と COM2 を切り替えま

す。 
 
外側と内側のダイヤルを使用して，待機 COM 周波

数の数値部分と小数部分をそれぞれ調整します。 

9 CRS / BARO コントロール 

高度計の気圧を設定するには，外側のダイヤルを使

用します。 
 
HSI が VOR / LOC モードまたは GPS-OBS モードのとき

は，内側のダイヤルを使用して CDI（Course Deviation 
Indicator）を調整します。 
 
内側のダイヤルを押すと，選択された航法支援施設

に応じて，選択されたコースが方位またはローカライ

ザーのフロントコースにリセットされます。 
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11 ジョイスティック 

このダイヤルは，地図の範囲（ズームレベル）の表

示を調整します。時計回りに回転させると縮小し，反

時計回りに回転させると拡大します。中央を押すと

パンが有効または無効になります。 

12 フライトプランキーグループ 

Direct キー：選択したウェイポイント，またはマップポ

インタ位置へ直接向かうコースを選択するために使

用されます。 
  
FPL キー：FLIGHT PLAN ページを呼び出して，利用す

るなフライトプランを作成または編集します。 
  
CLR キー：入力をキャンセルまたは消去します。この

キーをクリックしたままにすると，メインディスプレイ

からページが消去されます。 
  
MENU キー – 状況依存型のオプションのメニューを

表示します。 
  
PROC キー - フライトプランのウェイポイントに関連

付けられているアプローチ，出発，到着の手順を選

択します。 
  
ENT キー - 現在の選択または操作を確定します。 

13 FMS ダイヤル 

このダイヤルの中央をクリックして，フライトプランカ

ーソルを利用するにします（FLIGHT PLAN ページが表

示されているとき）。フライトプランを見るときは，外

側のダイヤルを使って次または前のウェイポイント

を選択します。内側ダイヤルを使用して，新しいウェ

イポイントの入力を開始し，ウェイポイント識別子の

各文字を変更します。ウェイポイント識別子内の次ま

たは前の文字に移動するには，外側のダイヤルを

使用します。 

15 ソフトキー 
状況依存型キーこれらのキーの機能は，パイロット

によって実行されている行動によって異なります。 
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16 ALT ダイヤル 

オートパイロットの選択高度（高度計の上に表示され

る）を選択するために使用されます。オートパイロッ

トの選択高度は，高度保持や高度キャプチャなどの

特定のモードや操作でオートパイロットによって使用

されます。 
  
外側のダイヤルは，1,000 フィート単位で増減しま

す。内側のダイヤルは，100 フィート単位で増減しま

す。 

17 オートパイロットキーグループ 
オートパイロットモード制御 - オートパイロットパネ

ルを参照 

18 HDG ダイヤル 

HSI の一部を形成する見出しの指針を制御するため

に使用されます。このダイヤルの中心をクリックし

て，見出しの指針を現在の見出しと同期させます。 
 
ダイヤルの 9 時の位置をクリックすると，見出しの指

針が時計回りに移動し，ダイヤルの 3 時の位置をク

リックすると指針を反時計回りに移動します。 

20 NAV ダイヤル 

このダイヤルの中央をクリックして，‘使用と待機

COM 周波数’領域で COM1 と COM2 を切り替えま

す。 
  
外側と内側のダイヤルを使用して，待機 NAV 周波数

の数値部分と小数部分をそれぞれ調整します。 

21 NAV 周波数切替 
使用/待機の COM1 または COM2 無線周波数を切り

替えます。 

22 エンジン表示システム（EIS） 

ダイヤルゲージ，水平バーインジケータ，およびそ

の他の重要なエンジンおよび電気システムの読み

取り値を表示します。これは状況依存型で，航空機

の種類によって異なります。参照：[MFD]エンジン表

示システム（EIS） 
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[MFD] エンジン表示システム（EIS） 
  

エンジン表示システム（EIS）は，多機能ディスプレイ（MFD）に組み込まれた機能で，重要なエンジン，電気，および燃料

の情報を表示します。 表示される情報はエンジン構成によって異なり，したがって航空機の特定の製造元およびモデ

ルに合わせて修正されています。 

 

1 シングルエンジン固定ピッチプロペラ セスナ 172 など 

2 シングルエンジン等速プロペラ セスナ 182 など 

3 シングルエンジンターボチャージ/正規化ターボ セスナ 400 など 

4 シングルエンジンターボプロップ ランチアエボリューションなど 

5 ツインエンジンピストン ビーチクラフトバロンなど 

6 シングルエンジンジェット 架空のもの 
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 [MFD] 燃料積算計の設定 
  

X1000 は2系統の独立した燃料表示を行います - 残量計データはタンクのセンサーから来ます，一方，燃料積算計デ

ータは各飛行の前に正確に加えられた燃料の量と飛行中に測定された燃料流量に関するパイロットの知識に基づき

ます。 

 

燃料積算計を設定するために，パイロットは飛行前に追加された燃料の正確な量（FBOによって提供される）を記録し，

それに応じて燃料残量表示を増加させます。 

 

  

 SYSTEM キーをクリックします。 

 

 DEC FUEL キーをクリックして燃料の残量を減らします。 

 

 INC FUEL キーをクリックして燃料の残量を増やします。 

 

 RST FUEL キーをクリックして，残っている燃料を満タンにリセットし，USED 燃料を 0 にリセットします。 

  

飛行中において，途中で測定された燃料流量に従って燃料積算が更新されます。 
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[MFD] Declutter 機能 

  

このキーを使用して，ナビゲーションマップで使用可能な Declutter モードを切り替えます。 これにより，パイロットは地

図上に表示される詳細レベルをカスタマイズし，現在の飛行段階の要件に合わせることができます。 

 

 

  

 DCLTR キーをクリックして，各 Declutter モードを連続して起動します。 

 

DCLTR-1：陸のデータを整理します。 

 

DCLTR-2：陸と特殊用途空域（SUA）のデータを整理します。 

 

DCLTR-3：利用するな飛行計画詳細を除いてすべてを整理します。 
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[MFD] マップ機能 

  

MAP キーをクリックしてマップ機能にアクセスします。 

 

 

 MAP キーをクリックします。 

 

 ナビゲーションマップ上の地形データ（地形標高）の表示を切り替えるには，TOPO キーをクリックします。 

 

 ナビゲーションマップ上の地形警告の表示を切り替えるには，TERRAINキーをクリックします。飛行機の

現在の高度より 1000 フィート未満の低い地形は黄色で表示され，100 フィートより低い，または飛行機

の現在の高度よりも高い地形は赤で表示されます。 

 

 ナビゲーションマップ上の低空高度（IFR）航空路の表示を切り替えるには，’AIRWAYS’キーをクリックし

ます。 [これは現在有効な Declutter モードによっても異なります]。すべての航空路，または下位レベ

ル（Victor）または上位レベル（Juliet）の航空路のみを表示できます。 

 

 NEXRAD キーをクリックすると，ナビゲーションマップ上の NEXRAD（次世代レーダー）気象データの（シ

ミュレートされた）表示に切り替わります。ここに表示されるデータは，X-Plane 11 の気象機能から出力

したものであり，National Climate Data Center からリアルタイムに供給されたものではありません。 

 

 MAP 機能を終了するには，BACK キーをクリックします。 
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[MFD] COM1 と COM2 の周波数/チャンネルの設定 

 

 

 COM ダイヤルの CENTER をクリックして，COM1 または COM2 を選択します。 

 

 COM外側ダイヤルの3時または9時の位置をクリックして，周波数/チャンネル - 数値部分を増減します。 

 

 COM内側ダイヤルの3時または9時の位置をクリックして，周波数/チャンネル - 小数部分を増減します。 

 

 COM 周波数切替キーをクリックして，待機と利用するの COM 周波数/チャンネルを入れ替えます。 
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[MFD] NAV1 と NAV2 周波数の設定 

 

 

 NAV ダイヤルの中心をクリックして，NAV 1 または NAV 2 を選択します。 

 

 NAV 外側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，周波数の数値部分を増減します。 

 

 NAV 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，周波数 - 小数部分を増減します。 

 

 NAV 周波数切替キーをクリックして，待機と利用するの NAV 周波数を入れ替えます。 
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[MFD] Direct-To（ウェイポイント） 

  

飛行中はいつでも，パイロットは所定のウェイポイントに直接進むことを選択できます。選択されたウェイポイントは既

存のフライトプランにある必要はありませんが（それは可能ですが），そのため 'Direct-To'は '利用区間'とは異なりま

す（[MFD] 区間を利用するにするを参照）。 

 

 Direct-To ソフトキーをクリックします。 

 

 FMS 内側ダイヤルの 3 時の位置にあるをクリックして，ウェイポイント ID の入力を開始します。 

 

 ウェイポイント識別子の各文字について： 

   

✓ FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，希望の文字（A から Z，1 から 9）を設定します。 

  

✓FMS 外側ダイヤルの 3 時位置または 9 時位置をクリックして，ウェイポイント識別子の次または前の文字

に移動します。 

  

 新しいウェイポイントを受け入れるには，ENT（Enter）キーをクリックします。 

 

 データベースに同じ識別子を持つウェイポイントが複数存在する場合は，選択内容の確認を求める

“duplicate waypoints”画面が表示されることがあります。重複の中から現在のウェイポイントの選択を確認す

るには ENT を押します 

 

 ENT（Enter）キーをクリックして，ウェイポイントへの直接ナビゲーションを想定します。 
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[MFD] （VNAV）Descent Profile を使用した Direct-To（ウェイポイント） 

  

‘Direct-To’（直行）の指示は，関連する飛行経路角度を提示します。これにより，現在の位置前方に下降進路が生成さ

れます（Top of descent を通過すると，続きがガイダンスされます）。 

  

 Direct-To ソフトキーをクリックします。 

 

 FMS 内側ダイヤルの 3 時の位置をクリックして，ウェイポイント ID の入力を開始します。 

 

 ウェイポイント識別子の各文字について： 

   

✓FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，希望の文字（A から Z，1 から 9）を設定し

ます。 

  

✓FMS 外側ダイヤルの 3 時位置または 9 時位置をクリックして，ウェイポイント識別子の次または前の

文字に移動します。 

  

 新しいウェイポイントを受け入れるには，ENT（Enter）キーを 1 回クリックします。 

 

 FMS 外側ダイヤルの 9 時の位置を 3 回クリックして，カーソルを VNV（標高）フィールドに移動します。 

 

 FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，希望の高度（100 フィート単位）を増減します。 
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 高度を受け入れるには，ENT をクリックします。利用するウェイポイントが空港の場合は，入力した高度の

値の基準として MSL または AGL を選択します（目的地が VFR 空港の場合は，1000 フィートの AGL が交通

パターン高度の適切な推定値です）。 ENT をクリックして MSL または AGL を受け入れます。 AGL を選択し

た場合は，入力した高度が自動的に修正され，地上の選択した高度に到達するという意図に一致します。 

 

 9 時の位置にある FMS 外側ダイヤルを 1 回クリックして，カーソルを OFFSET フィールド（ラベルなし）に移

動します。 

 

 ウェイポイントに到達する前に，希望の高度で安定する必要がある場合： 

✓ FMS 外側ダイヤルの 9 時の位置をクリックしてオフセットフィールドを移動します。 

✓FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，目的のオフセット距離を増減します（1 マイ

ル単位）。 

 

 ウェイポイントに到達する前にレベルオフする必要がない場合は，オフセットを+ 0NM のままにします。•新

しいウェイポイントを受け入れるには，ENT（Enter）キーを 2 回クリックします。 

 

 ウェイポイントへの降下を始める前に： 

 

   

✓FPL（フライトプラン）ソフトキーをクリックしてフライトプランモードに入ります（まだ利用するになってい

ない場合）。 

 

✓VNAV モードを有効にするには，ENBL VNV（VNAV を有効にする）ソフトキーをクリックします。 

 

✓現在地から VS TGT，VS REQ および VDEV 変数を計算または再計算するには，VNV -D->（VNAV Direct-
To）ソフトキーをクリックし，ウェイポイントへの VNAV アプローチを開始します。 
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 必要ならば，計算された降下角度（ＦＰＡ）を調整することができます。これにより，新しい TOP OF 
DESCENT が計算されます。 

 

 o VNV PROF（VNAV Profile）ソフトキーをクリックします。 

 

 o FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，目的の DESCENT ANGLE をウェイポ

イント（またはウェイポイントオフセット）まで増減します。 

 

✓VNAV モードを終了するには，CNCL VNV（VNAV のキャンセル）ソフトキーをクリックします。 
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[MFD] CURRENT VNV（VNAV）PROFILE （パネル） 

このパネルには，パイロットが選択した VNAV descent profile 内に留まることを可能にする情報が表示されます。次の

場合にのみ，このパネルにデータが表示されます。 

✓航空機は Top of descent に近いか，それを通過しています。 

 ✓航空機は降りる必要がある次の高度より上です。 

 ✓選択された descent profile は適正です（6 度 FPA または 2000fpm 目標 VS より急ではありません）。 

  

ACTIVE VNV WPT Active VNAV Waypoint VNAV 計算に利用するウェイポイント。 

VS TGT TARGET Vertical Speed 

現在の対地速度で目的の降下角度を達成するた

めに，目的の垂直速度を設定するか，または垂直

速度を表示するために使用します。 
 
選択できる最急降下は 2000 fpm です。 

VS REQ REQUIRED Vertical Speed 
事前設定された高度で指定されたウェイポイント

（またはウェイポイントオフセット）に到達するため

に必要な垂直速度。 

V DEV Vertical Speed DEVIATION 

目的の飛行経路からの垂直方向の偏差（フィー

ト）。 
 
パイロットが VS TGT に準拠している場合，この値は

固定されたままになります。 
 
パイロットがVS REQに準拠している場合，この値は

指定されたウェイポイント（またはウェイポイントオ

フセット）に到達したときにゼロになります。 

FPA Flight Path Angle 

指定されたウェイポイント（またはウェイポイントオ

フセット）に降下角度を設定したり，目的の垂直速

度に必要な FPA を表示したりするために使用され

ます。 
 
 選択可能な最も急峻な FPA は 6 度です。 
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TIME TO TOD Time to TOP OF DESCENT 
フライトプランで降下を希望する位置が現在位置

の前方にある場合，これは捕捉するまでの残り時

間です。 

TIME TO BOD Time to BOTTOM of DESCENT 
航空機がすでに目的の飛行経路を降下している場

合は，これは降下を終了するまでの残り時間で

す。 
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[MFD] フライトプラン 
  

フライトプランは，航空機が出発地から目的地までのルートをまとめて形成する一連のウェイポイントまたは手順で構

成されています。 この章では，説明目的のため実際の航路の複雑さを表すものではないかもしれない単純な飛行計

画を使用します。  

  

[MFD] フライトプランの初期化/削除 

  

新しいフライトプランを入力する前に，既存のフライトプランを削除して X1000 フライトプランページを初期化することが

重要です。 

 

  

  

  

  

FPL キーをクリックして FLIGHT PLAN ページを表示します。 

  

以前のフライトプラン（存在する場合）が表示されます。 
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MENU キーをクリックして PAGE MENU を呼び出します。 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

FMS外側ダイヤルの3時または9時の位置をクリックして，

PAGE MENU の Delete Flight Plan オプションを選択します。ｘ 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 
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[MFD] ウェイポイントの挿入 

  

ウェイポイントは，フライトプランに手動で挿入することができます。これは通常，飛行中にそれらに遭遇する順序で行

われますが， ここで説明する方法で，計画内の任意の場所にウェイポイントを挿入することもできます。 

 

  

  

   

この例では，フライトプランは KLAX（ロサンゼルス）で始ま

り，KSFO（サンフランシスコ）で終わります。 最初のウェイ

ポイントはすでにフライトプランに存在しています。 

  

FPL キーをクリックしてフライトプランページを表示します。 

  

カーソルが強調表示されていることを確認します（左図を

参照）。 カーソルを強調表示するには， FMS ダイヤルの

中央をクリックします。 

 

 

  

  

  

フライトプランの目的の行にカーソルを合わせるには，

FMS 外側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックしま

す。 

  

現在の行が空いている場合は，新しいウェイポイントがこ

こに表示されます。 

  

この行が占有されている場合，新しいウェイポイントは現

在の行の前に挿入されます。 
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ウェイポイント識別子の入力を開始するには，FMS 内側ダ

イヤルの 3 時の位置をクリックします。 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

ウェイポイント識別子の各文字について： 

  

 FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリ

ックして，希望の文字（A から Z，1 から 9）を設定し

ます。 

  

ウェイポイント ID の次または前の文字に移動するには，

FMS 外側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックしま

す。 
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新しいウェイポイントを設定するには，ENT（Enter）キーを 2 回

クリックします。 
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[MFD] ウェイポイントの削除 

  

ウェイポイントはフライトプランのどの行でも削除できます。 しかしながら，中間地点の削除は不連続性を生じること

があります。 フライトプラン内のルートセグメントを結合できない場合，不連続が発生します。通常，ウェイポイントが

見つからないかあいまいなためです。 

  

  

この例では，フライトプランは KLAX（ロサンゼルス）

で始まり，KSFO（サンフランシスコ）で終わります。 

  

FPL キーをクリックして FLIGHT PLAN ページを表示

します。 

  

カーソルが強調表示されていることを確認します

（左図を参照）。 カーソルを強調表示するには，

FMS ダイヤル中央をクリックします。 

 

 

  

 

 

 

フライトプランの目的の行にカーソルを合わせる

には，FMS外側ダイヤルの 3時または 9 時の位置

をクリックします。 
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CLR キーをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

ウェイポイントを削除するには，ENT（Enter）キーを

クリックします。 
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[MFD] 利用区間（Active Leg） 

  

フライトプラン内の特定の区間（ウェイポイント間）でナビゲーションを再開するには，”Activate Leg”メニューオプション

を使用します。 

  

  

この例では，フライトプランは KLAX（ロサンゼルス）で

始まり，KSFO（サンフランシスコ）で終わります。 中間

ウェイポイント -  LADLE もあります。 

 

FPL キーをクリックして FLIGHT PLAN を表示します。 

  

カーソルが強調表示されていることを確認します（左

図を参照）。 カーソルを強調表示するには，FMS ダイ

ヤル中央をクリックします。 

 

 

  

 

フライトプランの目的の行にカーソルを合わせるには，

FMS 外側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリック

します。 これは利用する区間の端を表すウェイポイン

トになります。 

  

左の例では，利用する区間は次のとおりです。 

  

LADLE to KSFO 
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ACT LEG（Activate Leg）ソフトキーをクリック 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用する区間は：LADLE to KSFO になりました 
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[MFD] 標準計器出発方式（SID）の選択 

  

[ウィキペディアより] Standard Instrument Departure（SID）は，クリアランスの発出手続きを簡素化するために特定の空

港で設定された航空交通管制上の出発経路です。 

SID は航空機を地形から遠ざけますが，航空管制飛行経路用に最適化されており，常に最低上昇勾配を提供するわけ

ではありません。それは地形と障害物回避，必要ならば騒音の軽減，そして空域管理のバランスをとります。 

 

  

  

方式を選択する前に，出発空港を最初のウェイポ

イントとして，到着空港を最終ウェイポイントとして，

フライトプランを適切に構成する必要があります。 

  

この例では，フライトプランは KDCA（レーガンナシ

ョナル）で始まり，KRDU（ローリーダーラム）で終わ

ります。 

  

FPL キーをクリックして FLIGHT PLAN ページを表示

します。 

 

  

  

 

FMS 外側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリ

ックして，”SELECT DEPARTURE”をハイライトします。 

  

ENT（Enter）キーをクリックして”SELECT DEPARTURE”
ページを表示します。 
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SELECT DEPARTURE ページには，フライトプランの最初のウェイポイ

ント（出発空港）で利用可能な出発手順が表示されます。 注意：こ

れは，フライトプランでウェイポイントを強調表示しても影響を受け

ません。 

  

FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，希望の

手順を選択します。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 

 

 

 

 

  

 

 

出発空港で利用可能な滑走路が表示されます。 

  

目的の滑走路を選択するには，FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9
時の位置をクリックします。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 
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選択した手順で利用可能な transitions / fixes が表示されます。 

  

FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，目

的の transitions を選択します。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

選択内容を確認するために「LOAD？（procedure）」がハイライト

されます。 

  

ENT（Enter）キーをクリックして選択を確定し，手順を飛行計画

に確定します。 
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選択した手順を構成する個々のウェイポイントが

フライトプランに挿入されました。 

  

最初のウェイポイント（滑走路の後）が利用する

ウェイポイントとしてマークされています。 
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[MFD] 標準計器到着方式の選択（STAR） 

  

[ウィキペディアより] Standard Terminal Arrival（STAR）は，通常，フライトプランに記入されたルートの最後のポイントと最

初のポイントの間にあるフライト区間をカバーします，航空管制機関によって定義および公表された，空港へのアプロ

ーチするフライトルートです。したがって，STAR は飛行中の進入段階と初期アプローチ fix（IAF）段階を結びつけます。 

  

手順を選択する前に，出発空港を最初のウェイポイ

ントとして，到着空港を最終ウェイポイントとして，フ

ライトプランを適切に構成する必要があります。 

  

この例では，フライトプランは KDCA（レーガンナショ

ナル）で始まり，KRDU（ローリーダーラム）で終わり

ます。 

  

FPL キーをクリックして FLIGHT PLAN ンページを表示

します。 

 

 

  

 

 

PROC キーをクリックして手順ページを表示します。 

  

FMS 外側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリッ

クして，’SELECT ARRIVAL’をハイライトします。 

  

ENT（Enter）キーをクリックして， 'SELECT ARRIVAL'ペ
ージを呼び出します。 
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SELECT ARRIVAL ページには，フライトプランの最終ウェイ

ポイント（到着空港）で利用可能な到着手順が表示され

ます。 注意：これは，フライトプランでウェイポイントを強

調表示しても影響を受けません。 

  

FMS 内側 ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリック

して，希望する到着手順を選択します。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

選択した手順で利用可能な transitions / fixes が表示され

ます。 

  

FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックし

て，目的の transitions を選択します。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 
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到着空港で利用可能な滑走路が表示されます。 

  

目的の出発滑走路を選択するには，FMS 内側ダイヤルの

3 時または 9 時の位置をクリックします。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

選択内容を確認するために「LOAD?（手順）」が確認のた

めハイライトされます。 

  

ENT（Enter）キーをクリックして選択を確定し，到着手順を

フライトプランに確定します。 
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選択した到着手順を構成する個々のウェイポイント

がフライトプランに挿入されました。 
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[MFD] アプローチ手順(approach procedure)の選択 

  

[ウィキペディアより]アプローチ手順とは，計器飛行条件下でのアプローチの開始から着陸まで，または着陸が目視で

行われるポイントまでの航空機を整然と移動させるための操作です。あなたのフライトプランが標準計器到着方式

（STAR）を含む場合，アプローチ手順は通常 STAR に従います。 

  

  

手順を選択する前に，出発空港を最初のウェイ

ポイントとして，到着空港を最終ウェイポイント

として，フライトプランを適切に構成する必要が

あります。 

  

この例では，フライトプランは KDCA（レーガンナ

ショナル）で始まり，KRDU（ローリーダーラム）

で終わります。 

  

FPL キーをクリックして FLIGHT PLAN ページを表

示します。 

 

 

  

 

 

PROC キーをクリックして PROCEDURES ページを

表示します。 

  

FMS 外側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置を

クリックして，’SELECT APPROACH’をハイライトし

ます。 

  

ENT （ Enter ） キ ー を ク リ ッ ク し て ’SELECT 
APPROACH’ページを表示します。 
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’SELECT APPROACH’ページには，フライトプランの最終ウェイポ

イント（到着空港）に利用できるアプローチ手順が表示されま

す。 これは，フライトプランでウェイポイントをハイライト表示

しても影響を受けません。 

  

FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，目

的とするアプローチ手順を選択します。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 

 

 

 

  

 

 

 

選択したアプローチで利用可能な transitions / fixes が表示さ

れます。 

  

FMS 内側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，

目的の transition を選択します。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 
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このアプローチの最低安全高度（minimums）を入力するオ

プションが表示されました。 

  

FMS 内部ダイヤルの 3 時の位置をクリックして，

MINUMUMS を OFF と BARO の間で切り替えます。 

  

FMS 外側ダイヤルの 3 時の位置をクリックして，カーソル

を’MINIMUMUS’に移動します。 

  

FMS 内側ダイヤルの 3 時位置と 9 時位置をクリックして，高

度を増減します。 

  

手順をフライトプランにロードするには，ENT（Enter）キーを

2 回クリックします。 
これは まだ有効化されていません。 
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選択したアプローチ手順を構成する個々のウ

ェイポイントがフライトプランに挿入されました。 
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[MFD] アプローチ手順の使用 

  

ATC により transitio または最初のアプローチ fix による計器飛行進入が許可されたら，’Activate Approach’メニューオプ

ションを使用します。これは，エンルート（ENR）またはターミナル（TERM）管制から進入（APR）管制に切り替わります。フ

ライトプラン Navigation がキャンセルされ，アプローチ Navigation が有効になります。任意の方向から空港の中心部へ

飛行する代わりに，X1000 は（先に）選択されたアプローチ手順に従ってあなたを誘導します。 

 

  

 手順を開始する前に，最初のウェイポイントとし

て出発空港，最後のウェイポイントとして到着空

港，および（先に）選択されたアプローチ手順が

すでにロードされた状態で，フライトプランを適切

に構成する必要があります。 

  

この例では，フライトプランは KDCA（レーガンナ

ショナル）で始まり，KRDU（ローリーダーラム）で

終わります。 

  

FPL キーをクリックして FLIGHT PLAN ページを表示

します。 

 

  

 

PROC キーをクリックして PROCEDURES ページを

表示します。 

  

FMS 外側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をク

リックして，‘ACTIVATE APPROACH’をハイライトし

ます。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 
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アプローチ Navigation が有効になりました。 こ

れは，FLIGHT PLAN ページを確認することで確

認できます。 選択された手順に対する最初の

アプローチ fix は現在利用するなウェイポイント

です。 
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[MFD] フライトプランの保存 

  

フライトプランは後で使用するために保存することができます。 X-Plane 11 に保存されているフライトプランは a. fms 拡

張子を使用します。そしてつぎのフォルダに表示されます。 

 

 X-Plane/Output/FMS Plans/ 

 

  

  

  

FPL キーをクリックして FLIGHT PLAN ページを表示します。 

  

 

 

 

  

 

 

MENU キーをクリックして PAGE MENU を呼び出します。 

 

 

 

  

  

   

FMS 外側ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，

PAGE MENU の’Store Flight Plan’オプションを選択します。 

  

ENT（Enter）キーをクリックしてください。 

  

フライトプランのファイル名は自動的に作成されます ： 出発地

の空港コード+目的地の空港コード+ ".fml 

  

このガイドの例を使用すると，（KLAX から KSFO への）フライトプ

ランは次のようになります。KLAXKSFO.fms 
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[MFD] フライトプランの読み込み 

  

 FPL（フライトプラン）キーをクリックして FLIGHT PLAN ページを開きます。 

 

 カーソルが’Active’になっていないことを確認します。 

 

 FMS 内側ダイヤルの 3 時の位置をクリックして，FLIGHT PLAN CATALOG を表示します。 

 

 FMS 内側ダイヤルの中心をクリックしてカーソルを’Active’にします。 

 

 FMS 外側ダイヤルを使って目的のフライトプランを選択します。 

 

 ENT（Enter）キーをクリックしてフライトプランをロードします。 
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X1000 オーディオパネル 

  

[オーディオパネル] コントロールと機能 
 

COM 無線キーグループ 

  

  

  

 

キャビン PA /スピーカーグ

ループ 

  

  

  

NAV 無線キーグループ 

  

  

  

  

  

 

 

パイロットインターコムボリ

ュームダイヤル 

 

バックアップ表示キー 

 

COM1 Mic：送受信用の COM1 ラジオ

（音声）を選択します。 
COM1：受信（音声）用の COM1 無線

を選択します。 
COM2 Mic：送受信用の COM2 ラジオ

（音声）を選択します。 
COM2：受信用のCOM2ラジオ（音声）

を選択します。 
  
MKR / MUTE：マーカービーコンのモ

ールス信号オーディオを有効または

無効にします。 
  
DME：DME（無線局）モールス信号音

声を有効または無効にします。 
NAV1：受信（音声）用の NAV1 無線を

選択します。 
NAV2：受信（オーディオ）用の NAV2
無線を選択します。 
ADF：ADF（無線局）モールス信号音声

を有効または無効にします。 
  
  
パイロットインターコムの音量を調整

します。 
 
 X1000 シ ステ ムを通常モー ドと 
'Display Backup'モードに切り替えま

す。これは，プライマリフライトディス

プレイ（PFD）が故障した場合に使用

されます。多機能ディスプレイ（MFD）

は，PFD の代わりとして機能します。 
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オートパイロットパネル [PFD AND MFD] 

 重要 
オートパイロット機能は，航空機に搭載されているオートパイロットのモデル，および航空機自体の装備方法によっ

て異なります。 このセクションに記載されている例は，X1000 を装備した Laminar Research Cessna 172 に適用され，

あなたの航空機とは異なる場合があります。 

 

1 AP 

オートパイロットの On/Off 
これはトグルボタンで，押すたびにオートパイロットを On/Off に切り替えます。 
  
自動操縦装置が最初に接続されたとき，自動操縦装置モードはまだ選択されていない

ので，操縦士はまだ航空機を完全に手動制御できます。 

2 HDG 

Heading モード 
これはトグルボタンで，押すたびに HEADING モードを On/Off に切替えます。 
  
このモードが On になっていると，オートパイロットは航空機をパイロットが選択した方位

に向けるでしょう。 パイロットは，水平状況指示器（HSI）の周囲に表示される“Heading 
Bug”と共に HDG ダイヤルを使用して，目的の機首方位を選択できます。 
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3 NAV 

Navigation モード 
 
X1000 が現在「GPS」モード（CDI キーによっ

て制御されている）の場合，この自動操縦

モードを選択すると，プログラムされた飛

行計画に従って航空機を水平方向に誘導

することになります。 
  
X1000 が「VOR」または「LOC」モード（CDI キ
ーで制御）になっている場合，この自動操

縦モードを選択すると，航空機は選択した

VOR ラジアルまたは ILS ローカライザーか

らあるいは向かって飛行します。 
 

4 APR 

Approach モード 
 
このモードを選択するとアプローチモードになります。 
 
 オートパイロットは選択されたアプローチに関連するグライドパスを捉えます。注：著し

い逸脱がある場合，オートパイロットが捉えられないかもしれません。したがって，航空

機はこのモードに入る前に適切な位置にいなければなりません。 

5 VS 

Vertical Speed モード 
このモードを選択すると，新しい高度に変更しながら現在の垂直速度（VS）を保持できま

す。オートパイロットによって垂直速度は対気速度（IAS）より優先されます。 
  
必要に応じて，レベルオフ高度を指定することもできます（[ALT ダイヤルを使用）。オー

トパイロットはその高度で水平になり，VS モードはそれに応じて無効になります。 

  安全な対気速度を維持するために，「VS」モードを使用するときは注意が必要です。選

択された上昇／下降速度は航空機の性能能力を超える可能性があり，その結果，対気

速度が低すぎる，または高すぎることになります。パイロットはこれを手動で管理しなけ

ればなりません。 
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6 FLC 

Flight Level Change モード 
 
このモードを選択すると，現在の対気速度（IAS）を保持したまま，新しい高度に変更する

ことができます。オートパイロットによって対気速度は垂直速度より優先されます。 
  
必要に応じて，レベルオフ高度を指定することもできます（[ALT]ダイヤルを使用）。オー

トパイロットはこの高度で水平になり，それに応じて FLC モードは無効になります。 
自動スロットルが装備されていない航空機では，指示に従って昇降すると同時に自動

操縦士が所望の対気速度を維持するのを支援するために，操縦士は出力設定を手動

で調整する必要があるかもしれません。 

7 FD 

Flight Director (表示) 
このキーを使用して，’Flight Director’の表示のオン/オフを切り替えます。 
  
’Flight Director’は，航空機が目的のフライトプランに従うために必要な適切なピッチとバ

ンク角を計算して表示します。 
  
オートパイロットが作動しているときは，フライトディレクターピッチとバンクコマンドバー

（下記参照）が常に表示されています。ただし，オートパイロットが解除されると，これら

はオンまたはオフに切り替わります（FD キーを使用）。 
  
パイロットは姿勢計器をピッチバーとバンクコマンドバーに合わせることで，フライトプラ

ンに従って手動で操縦することができます。 
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8 ALT 
Altitude モード 
現在の高度を保持するにはこのモードを選択してください。これは，VS モード（VS が

「00」に設定されている場合）を使用しても実行できます 

9 VNV 

Vertical Navigation（VNAV）モード 
このモードを選択すると，VNAVモード（フライトプランが存在し，Active WaypointにVNAV
指定高度が存在する場合）が有効になります。 RNAV / VNAV チュートリアルを参照して

ください。 

10 BC 

（ローカライザー）Back-Course モード 
  
いくつかの空港では，ILS ローカライザーは滑走路の両方向に同じ物理的な侵入路を提

供します。これは前コースと後コースと呼ばれます。 
  
ローカライザーバックコースを使用して滑走路に接近するとき，コース逸脱インジケータ

（CDI）は逆方向に表示されるので，これを補うために，パイロットは BC（バックコース）モ

ードを選択することができます。 
  
フライトディレクターをオンにして，BC をクリックしてローカライザーバックコースモードを

有効にします。これは，ローカライザー信号が反対方向で捕捉されたときに有効になり

ます。 
  
このボタンが装備されていない飛行機では，105 度以上の角度でローカライザーを捕捉

することでバックコースモードが有効になります。 

11  

Nose Up 
自動操縦モードがVSモードの場合は，このキーを使って上昇率を上げます。オートパイ

ロットが PIT モードのときは，このキーを使ってピッチの姿勢を上げます。自動操縦装置

が FLC モードのときは，このキーを使って目標対気速度を下げます。 

12  

Nose Down 
自動操縦モードが VS モードのときは，このキーを使って下降率を上げます。オートパイ

ロットが PIT モードのときは，このキーを使用してピッチの姿勢を下げます。自動操縦装

置が FLC モードのときは，このキーを使って目標対気速度を上げます。 
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VOR でオートパイロットを使用する 
  

オートパイロットは VOR ラジアルを捕捉し追跡するために使用することができます。 

 

  

 NAV1 または NAV2 周波数を希望の VOR1 ステーションに合わせます。 

 

 CDI ソフトキーをクリックして VOR1 または VOR2 を選択します（NAV1 または NAV2 で調整）。 

 

 CRS ダイヤルの 3 時または 9 時の位置をクリックして，希望のコースを VOR に設定します。 

 

 HSIは希望するラジアルに対するあなたの航空機の位置を表示します。上記の例では，選択された半径

は３６０度であり，航空機は現在，この半径の右側に位置して１８０度のコースをＶＯＲまで飛行します。 

 

 ‘NAV’キーをクリックして’Navigation’モードを選択します。オートパイロットは希望するラジアルを捕捉す

るために適切なコースを選択します。この例では，選択されたコースは 153 度です。 

 

 ラジアルインターセプトが近づくと，オートパイロットはコースを徐々に調整してスムーズに捕捉を行い，

次に指示があるまで目的のラジアルを追跡します。 

  

注：ディスプレイベゼルの上部に白色で表示されている VOR 表示は，パイロットに自動操縦装置が’armed’されている

ことを緑色で表示し，針が作動するとすぐに信号の捕捉と追跡を待機します。 
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ILS アプローチでオートパイロットを使用する 
オートパイロットはローカライザー信号とグライドスロープを受信して追跡するために使用することができます。 

 

 

 NAV1 または NAV2 の周波数を目的のローカライザーに合わせます。 

 

 CDI ソフトキーをクリックして LOC1 または LOC2 を選択します（NAV1 または NAV2 で調整）。 

 

 HSI は選択されたローカライザーに対するあなたの航空機の位置を表示します。上記の例では，航空機

はローカライザの右側に配置され，自動操縦装置は捕捉するために左に操縦します。 

 

 ‘NAV’キーをクリックして’Navigation’モードを選択します。ナビゲーションモードが作動しているときにコ

ース偏差がそれほど大きくない場合，オートパイロットはローカライザを滑走路のしきい値まで追跡しま

す。 

 

 ‘APR’キーをクリックして’Approach’を選択します。ナビゲーションモードが有効になっているときにコース

偏差がそれほど大きくない場合，オートパイロットはローカライザーを捕捉し，滑走路進入コースに誘導

します。 

  

  

注：ディスプレイベゼルの上部に白色で表示されている LOC 表示は，パイロットに自動操縦装置が’armed’であることを

緑色で指示し，針が作動するとすぐにローカライザーを捕捉および追跡するために待機します。 

注：ディスプレイベゼルの上部に白で表示されている GS 表示は，パイロットに自動操縦装置が’armed’であることを緑

色で指示し，針が動き出すとすぐにグライドスロープを捉えて追跡するのを待っています。 
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X1000 VNAV 降下および RNAV アプローチのチュートリアルと説明ビデオ 

  

[ウィキペディアより] 

エリアナビゲーション（RNAV）は，航空機が個々のナビゲーションエイドと直接やり取りするのではなく，承認されたコ

ース（GPS を使用）を選択できるようにする計器飛行規則（IFR）ナビゲーションの方法です。これにより，飛行距離を節

約し，渋滞を緩和し，専用のナビゲーション補助なしで空港への飛行を許可することができます。エリアナビゲーション

は，以前は「ランダムナビゲーション」と呼ばれていたため，頭字語の RNAV です。 

垂直航法（ＶＮＡＶ）は，航空機の垂直移動（すなわち，その高度の増減）を指示する飛行機能である。クルーズで使用

される場合，VNAV は事前にプログラムされた飛行計画の垂直方向の要素に従って航空機を上昇または下降させます。

着陸進入時に使用された場合，VNAV は最終進入ｆｉｘ（またはＷａｙｐｏｉｎｔ）から滑走路までの計算された進入コースをた

どります。 

  

重要 
 
フライトプランの Waypoint と手順は時とともに変化します。サンプルのフライトプラン，およびここで使用されている

アプローチ手順は，現在使用されていないか，フライト中に選択可能になっている可能性があります。このため，こ

のチュートリアルを X-Plane で正確に再現できないかもしれません。推奨される方法は，説明ビデオを見るのと並行

して，チュートリアルを読むことです。 
 

 

  

このチュートリアルについて 
  

このチュートリアルでは，RNAV（GPS）アプローチを使用した，STAR を使った自動 VNAV 降下について説明します。 
Laminar Research の Philipp Ringler によって，説明ビデオが作成されました。 

  

https://www.youtube.com/watch?v=2chCP1XObek&feature=youtu.be&t=12m00s 

  

このアプローチは，Laminar Research Cirrus Vision SF50 を使用して飛行します。 
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ALDAN ONE ARRIVAL [ビデオ@ 2:40] 
  

このチュートリアルで示されている標準計器到着方式（STAR）は，KRDU ローリーダーラムインターナショナルへの

ALDAN ONE ARRIVAL（RNAV）です。 公開されている procedure を以下に示します。 
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ALDEN ONE 手順は，RNAV1 機能のみを備えたターボジェット機用です。 ＲＮＡＶ１能力は，航空機が総飛行時間の９

５％の間，１海里以下の総システム誤差を維持することができることを意味します。 

  

Travsition 

私たちの航空機は北西からKRDU（Raleigh Durham International）に近づいています。  Transition waypointはROANOKE 
VOR（ROA）になります。 

  

滑走路 

滑走路５Ｌと５Ｒはこの到着時に使用中であると仮定します。 私たちが意図する滑走路は 5R になります。 
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ALDAN ONE ARRIVAL のプログラミング[ビデオ@ 5:48] 
  

このフライトの Approach 
phase の前に，X1000 には

簡単なフライトプランがす

でにプログラムされていま

す。 

  

これは，2 つのウェイポイ

ントで構成されています。

「ROA」（トランジションウェ

イポイント）と「KRDU」（目

的地ウェイポイント）です。 

 

 
 Proc ソフトキーをクリックして’PROCEDURES’ページを呼び出します。 

 

 FMS ダイヤルを使って’SELECT ARRIVAL’をハイライトします。 

 

 ENT（Enter）キーをクリックします。 
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 FMS ダイヤルを使って’ALDAN 1’をハイライト表示します 

 

 ENT（Enter）キーをクリックします 

 

 

 FMS ダイヤルを使って’ROA’を強調表示します。 

 

 ENT（Enter）キーをクリックします。 
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 FMS ダイヤルを使って’RW05R’を強調表示します。 

 

 ENT（Enter）キーを 2 回クリックして手順をロードします。 
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ALDAN ONE Procedure 高度の調整 [ビデオ@ 7:12] 
  

Procedure ALDAN1 がすでにフライトプランにロードされているので，個々のウェイポイントを公開されているチャーと比

較して，VNAV 情報がこれと一致していることを確認できます。 

 

 FPL ソフトキーをクリックして， 'ACTIVE FLIGHT PLAN'ページを呼び出します。 

 

 ALDAN1到着手続きの同じウェイポイントについて，フライトプランページのALT（高度）列を公開されている高

度と比較します。 予想通り，これらの値は一致しています。 
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ウェイポイント高度 [ビデオ@ 7:53] 
  

[MFD] ACTIVE FLIGHT PLAN ページでは，ALT（高度）欄に 4 つの異なるカラーコード/フォントの組み合わせがあります。 

 

  

 白いフォントは’基準高度(Reference Altitude)’を示します。 これはパイロットに情報を提供しますが，フライトプ

ランの VNAV プロファイルの一部ではありません。 

 

 青いフォントは’指定高度(Designated Altitude)’を示します。 フライトプランの VNAV プロファイルは，指定された

ウェイポイントでこの高度を利用します。 

 

 小さいフォントは，指定されたウェイポイントで標高が公表されている制限事項（ある場合）に準拠していること

を示します。 

 

 LARGE フォントは，指定されたウェイポイントで標高が公表されている制限事項（ある場合）に準拠していないこ

とを示します。 
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Waypoint 高度の指定 [ビデオ@ 10:40] 
  

フライトプランの中間地点の標高を，（白いフォント） '基準高度'と（青いフォント） '指定高度'の間で切り替えます。 

   

 FMS ダイヤルの中央をクリックしてカーソルを利用するにします。 

 

 FMS ダイヤルを使用して，目的のウェイポイントの横にある標高フィールドを強調表示します。 

 

 ENT（Enter）キーをクリックします。 
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現在の VNV Profile [ビデオ@ 12:40] 
  

  

 

 

 

 

 

 

CURRENT VNV PROFILE パネルには，フライトプ

ランの（現在）利用するなウェイポイントに関連

付けられている VNAV データが表示されます。 
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Flight Path Angle（FPA）の設定 [ビデオ@ 13:06] 
  

Active Waypoint の（下降）Flight path angle（FPA）を調整できます。 FPA を変更すると，VS TGT（目標垂直速度）に影響が

あり，これは自動的に再計算されます。 

 

 

   

 VNV PROF（VNAV プロファイル）ソフトキーをクリックします。 

 

 FMS 内側ダイヤルを使用して，1/10 度の単位で FPA を上下に調整します。 
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Vertical Speed Target(垂直目標速度)の設定（VS TGT） [ビデオ@ 13:35] 
  

Active Waypoint の（下降）垂直速度目標（VS TGT）を調整できます。 VS TGT を変更すると，フライトパスアングル（FPA）

に影響があり，これは自動的に再計算されます。 

 

 
  

 VNV PROF（VNAV プロファイル）ソフトキーをクリックします。 

 

 FMS 外側ダイヤルを使用して VS TGT をハイライトします。 

 

 FMS 内側ダイヤルを使用して，VS TGT を 1 分あたり 100 フィートの単位で上下に調整します。 
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PFD フライトプラン目標高度 [ビデオ@ 15:30] 
  

現在のウェイポイントに指定されている VNAV 高度が PFD に表示されます。 これは，標高スケールの右上隅に表示さ

れるマゼンタの値です。 
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必要な VS（VS REQ）と垂直偏差（V DEV）の計算 [ビデオ@ 18:10] 
  

Active waypointまでの残り時間が 1 分以内になると，必要垂直速度（VS REQ）と垂直偏差（VDEV）が自動的に計算され，

リアルタイムで継続的に更新されます。 

 

ACTIVE VNV WPT Active VNAV Waypoint 
VNAV 計算に利用するウェイポイン

ト。 

VS TGT TARGET Vertical Speed 
現在の対地速度で目的の flight path 
angle を達成するために必要な垂直

速度。 

VS REQ REQUIRED Vertical Speed 

事前設定された高度で指定されたウ

ェイポイント（またはウェイポイントオ

フセット）に到達するために必要な垂

直速度。 

V DEV Vertical Speed DEVIATION 

目的の飛行経路からの垂直方向の

偏差（フィート）。 
  
パイロットが VS TGT に準拠している

場合，この値は固定されたままにな

ります。 
  
パイロットが VS REQ に準拠している

場合，この値は指定されたウェイポ

イント（またはウェイポイントオフセッ

ト）に到達したときにゼロになりま

す。 
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FPA Flight Path Angle 

指定されたウェイポイント（またはウ

ェイポイントオフセット）に対する

Flight Path の角度を設定および表示

するために使用されます。 

TIME TO TOD Time to TOP OF DESCENT 
目的の Flight Path が現在より前方に

位置する場合，Flight Paｔｈを捕捉す

るまでの残り時間です。 

TIME TO BOD Time to BOTTOM OF DESCENT 
航空機がすでに目的の Flight Path
を降りている場合は，水平になるま

での残り時間です。 

 

  



112 

 

PFD V-DEV および VS-TGT Chevrons [ビデオ@ 18:47] 
  

目標垂直速度（VS TGT）と垂直速度偏差（V DEV）は，PFD の標高スケールの左右にマゼンタの山形記号で表示されま

す。 
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オートパイロットを VNAV モードにする [ビデオ@ 19:14] 
  

Cirrus では，オートパイロットを VNAV モードに接続するには，センターコンソールの VNV ボタンをクリックします。 

 

 

VPTH（Vertical Path）ARM 指示が PFD によって表示されます。 
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Top of Descent [ビデオ@ 20:10] 
  

Top of Descent（TOD）で，オートパイロットは Active Waypoint の VNAV profile に従って降下を開始します。 オートパイロ

ットによって決定された垂直速度-この場合には−3.5 度である-は，希望する Flight path angle（ＦＰＡ）を維持するために

必要な速度である。 

 

 表示モードが ALTV の場合，自動操縦装置は VNAV 高度で水平飛行になります。 

 表示モードが ALTS の場合，オートパイロットは SELECTED 高度を維持します。 
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対気速度の管理 [ビデオ@ 26:40] 
  

Cirrus を含む多くの航空機は自動スロットルを装備していません。 オートパイロットが管制権を持っている場合でも，

パイロットは対気速度を手動で管理する責任があります。 オートパイロットが VNAV フライトプランと連動している場合，

これは重要です。 パイロットは，降下中に対気速度が高くなりすぎないように注意する必要があります。または，オー

トパイロットによるレベルオフに続いて低くなり過ぎないように注意してください。 

自動操縦装置が ALTV を示す時はいつでも，それは操縦者が選択した高度を維持することになることを意味します - 
操縦者はスロットルを前進させて飛行機がこの場合遅くなりすぎないように準備するべきです。 
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ウェイポイント指定高度の変更 [ビデオ@ 30:45] 
  

ATC がパイロットに与えられたウェイポイントのために修正された高度を発出するならば，それに応じて飛行計画を変

更できます： 

 

  

 FMS ダイヤルの中央をクリックしてカーソルを利用するにします。 

 

 FMS 外側ダイヤルを使って目的のウェイポイントをハイライト表示する 

 

 FMS 内側ダイヤルを使用して高度を増減します。 

  

この例では，高度はパイロットによって 9000 フィートに設定されています。 大きい青色のフォントは，これが指定され

た（VNAV）高度で，procedure で公表されている高度に準拠していないことを示しています。 
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VNAV Direct-To Waypoint [ビデオ@ 31:11] 
  

プランの中間地点を迂回して，特定の中間地点への VNAV 降下を開始するために，VNV -D->（VNAV Direct）ソフトキー

をいつでも使用できます。 

 

  

PFD 高度指針がこの指示と矛盾しないことを確認してください。 競合がある場合は，それに応じて高度指針を下げま

す。 
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VNAV profile の再計算 [ビデオ@ 32:45] 
  

VNAV 降下中，指定された高度が変更されている場合， VNV -D > - （VNAV Direct）ソフトキーを使用して VNAV プロファ

イルを再計算することができます。 
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RNAV（GPS）Y RWY 5R アプローチ [ビデオ@ 33:55] 
  

このチュートリアルで示されているアプローチは，KRDU Raleigh Durham International への RNAV（GPS）Y RWY 5R アプロ

ーチです。 公開されている手順を以下に示します。 

 

  



120 

 

RNAV（GPS）Y RWY 5R アプローチのプログラミング [@ 33:55 ビデオ] 
  

  

ALDAN1 の到着では，最初のアプ

ローチ fix に（ATC からの）レーダ

ーベクターが必要です。 

  

このチュートリアルでは，最初の

アプローチ fix は’FOGAP’です。 

 

 

 

 

 Proc ソフトキーをクリックして’PROCEDURES’ページを呼び出します。 

 

 FMS ダイヤルを使って’SELECT APPROACH’をハイライトします。 

 

 ENT（Enter）キーをクリックします。 
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 FMS ダイヤルを使用して’RNV05RY’を強調表示する 

 

 ENT（Enter）キーをクリックする 

 

 

 FMS ダイヤルを使って’FOGAP’を強調表示する 

 

 ENT（Enter）キーをクリックする 
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 FMS ダイヤルを使って’RW05R’を強調表示する 

 

 ENT（Enter）キーをクリックする 
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最低安全高度のプログラミング [ビデオ@ 36:18] 
  

これは‘垂直ガイダンスによるローカライザーパフォーマンス’（LPV）のアプローチになります – 最低安全高度を必要

とし，それは 620 フィートになります。 最低安全高度をプログラムするには 

 

 

 FMS 内側ダイヤルをクリックして，’MINIMUMS’ボックスで’BARO’を選択します。 

 

 ENT（Enter）キーをクリックして高度をハイライト表示します。 
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 FMS 内側ダイヤルを使用して MINIMUMS 高度を 620 FT に設定します。 

 

 ENT（Enter）キーを 2 回クリックしてアプローチをロードします。 
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ファイナルアプローチ前の高度を自動指定する [ビデオ@ 37:12] 
  

ファイナルアプローチ fix（FAF）前の高度は自動的に指定されます（青）。 これ以降の高度は，デフォルトでは

REFERENCE のみです。 これは，垂直方向のガイダンスが，ファイナルアプローチ fix 以降に他の方法で提供されるた

めです。 良い例は，ILS のアプローチでしょう。 

   

パイロットがアプローチを有効にすると，VNAVprofile の DESIGNATED 高度ウェイポイントも利用するになります。 
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アプローチを利用（Activate）する [ビデオ@ 39:37] 
  

ＡＬＤＡＮ１Arrival は最初のアプローチ fix に対するＡＴＣベクターを起点とし，その時点でアプローチは起動されるべき

である。 これをシミュレートするために，このアプローチをすぐに’ACTIVATE’にして，ベクターをバイパスします。 

  

  

 PROC キーをクリックする 

 

 FMS ダイヤルを使用して’ACTIVATE APPROACH’を選択する。 

 

 ENT（Enter）キーをクリックする 
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ファイナルアプローチ fix において [ビデオ@ 45:00] 
  

ファイナルアプローチ fix（PECIT）では，VNAV が解除され，グライドスロープインジケーターが V（VNAV）+シェブロンから

G（グライドパス）+ダイヤモンドに変わります。 Horizontal Situation Indicator（HSI）により，ローカライザーのパフォーマ

ンスが垂直ガイダンス（LPV）を捕捉していることが確認されました。 捕捉できなかった場合（LPV の代わりに LNAV + V），

公表されている procedure に従ってミニマム（711 フィート）を変更する必要があります。 

 

 

   

 グライドパスをキャプチャするには，APR（Approach）ボタンをクリックします。 

  

VNAV モードとは異なり，グライドパスモードはオートパイロットの指示高度を上書きします。 競合を避けるためにパイ

ロットがこれを調整する必要はありません。 
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ファイナルアプローチ fix で： 

  

パイロットはアプローチガイダンスが正しいことを確認し（この場合は LPV），モードアナンシエータの指示どおり（この

場合は GP）にします。 

 

 

  

パイロットは，最低安全高度（この場合は 620 フィート）でミスドアプローチするかどうか問われます。 

  

パイロットは GUMPS チェック（燃料，降着装置，混合気，プロペラ，スイッチ）を行います。 混合気とプロペラは，シーラ

スで飛ぶときには適用されません。 
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最低安全高度(Minimum)において [ビデオ@ 50:00] 
  

最低安全高度（620 フィート）で着陸することができない場合，パイロットはパワーを増して上昇率を上げ，ギアとフラッ

プを引っ込め，そしてミスドアプローチを実行します。 

  

ミニマムを超えると，PFD モードは suspended に切り替わります。 パイロットは航空機を操縦しています。 
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ミスドアプローチを有効にする [ビデオ@ 51:30] 
  

PROC キー/PROCEDURES メニューを使用して，ミスドアプローチを有効にすることができます。 

  

 しかしながら，状況の緊急性により，ミスドアプローチを Activate するためのより速い方法が提供されています。 

 

 

 SUSP（Suspend）ソフトキーをクリックして，ミスドアプローチ procedure を有効にします。 

 

注：TO / GA（Take-off/go-around）ボタンを装備した航空機では，TO / GA ボタンを押すとミスドアプローチが有効になり

ます。 
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X1000（複数種類）アプローチチュートリアル 

 

重要 
 
フライトプランのウェイポイントと手順は時間とともに変化します。 ここで使用されているサンプルのフライトプランと

アプローチの手順は，現在のものではなく，フライト中に選択できるようになっている可能性もあります。 このた

め，X-Plane でこれらのチュートリアルを正確にたどることはできないかもしれません。 
  

このチュートリアルについて 

  

このチュートリアルは，Laminar Research の Philipp Ringler によって作成されたビデオのみです。 ビデオは，複数のア

プローチタイプ（ILS，GPS LNAV，GPS LPV，LOC BCRS，VOR GPS オーバーレイ，および VOR-DME）を網羅しています。 

  

https://www.youtube.com/watch?v=pNwoDDpy9Iw 

  

アプローチは Laminar Research Cessna 172 / X 1000 航空機を使用して飛行されます。 

 

 


